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問 題 の所 在

変 数 の脱 落 とSpecificationError

系 列 相 関 と変 数 の脱 落

統 合(Aggregation)とSpecifica七ionError'

パ ラ メー ター に 関 す る予 備 情 報 とSpecificationError

結 語

1.問 題 の 所 在

P.67

P.68

P.77

P.78

(以 下 次 号)

実際 の計量 経済学 的な分析 に当た って推定 され るモデルはふつ う真のモ デ

ノレと異 な って い る。た とえば真 のモ デルに含 まれて い る説 明変数であ りなが

ら,推 定 され る推 定 モ デル か ら省 か れて い る場合や,真 の モ デ ルに 含 まれ て

・い る説 明変数 と
,推 計 され るモ デル に 含 まれて い る説 明変数 とが全 く異 なっ

て い るな どはそ の よい例であ る。あ る個人 の,あ る財 に 対す る需 要量 が 実際

に は そ の財 の価 格 と,そ の個 人 の可 処分 所 得に よ って 決定 され るとい う場合

に,も し推 定 式 か ら可 処 分 所 得述 おちていた とす れば,推 定 値 は偏 りを もつ

こ とに な るだ ろ う。 また 国民消費が 国民所得に依存す るとい うのに,こ れ を

た とえば 総 生 産 量 に 依 存す る と仮定 して推定 を行 な ったのでは不偏推 定値 を

うることがで きない。 この よ うに誤 ったSpecificationに よ る推 定値 の誤 差

をspecificationErrorと い う6こ こで はspecificationErrorの 生ず る特

に 興味 あ るケ ース に つ いて考察 してみ る。第1は 真 の変 数 が 脱 落 して い る場

一合 で あ り,第2は 系 列 相 関 の あ る場 合 に お け る推定値 のSpecificationError
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である。第3は たとえば個 々の家計の消費方程式を経済全体の消費方程式 と

して統合す る場合に生ず るようなSpecificationErrorで あ り,統 合に よっ

て経済行動に関する情報が減少す るとい う設問に対す る反論を用意す る。第

4は 予備情報が パラメーターの推定にいかなる役割を果たすかが究明され る

だろ う。

2.変 数 の 脱 落 とSp㏄ificationError

い ま真 の 方程 式 が 次 の よ うな もの であ るとしよ う。

y一 β、x、+β2x2+e(1)

こ こでeは 平均 値 が 零,分 散 が コ ンス タ ソ トで あ る撹 乱項,x・,x2は 確 定 変

数 でeか ら独 立 に 分 布 して お り,か つ 平均 値 か らの偏 差 を表 わ して いるもの

とす る。 ところが(1)の 推 定 式 は次 の よ うな もの で あ る と仮定 しよ う。

y=bx1十u(2)

(2)式に は(1)式 に 含 まれ て い る変 数x2が 含 まれ て い ない た め に,第1にx2の

パ ラ メ ー タ ー β2を 推定 す る ことが で きず ,第2にbも(1)式 の β、の推 定値

とみ なす ことは で きない。 これ は次 の よ うに して証 明 され る。

ΣX、yΣX、(β 、X、+β2x2+e)
b=X
X、2=ZX、2}

一鴫 妻il+B・一『寿i摯+舞

した が って

SXIX2'E(の
==i3、H一β2-(3)X

x12

い ま,X2とX、 と の 関 係 を 示 す 次 の よ うな補 助 方 程 式 を 考 え る。

X、==bj、X、+V、、(4)

こ こ でv2、 は 撹 乱 項 で あ り,E(x・v2・)=0で あ る と仮 定 す る 。b21は 真 の 方

程 式(1)に は 含 まれ て い るが 推 定 式(2)に は 含 ま れ な い 変 数x・ の,両 者 に 含 ま

れ て い る変 数x・ に 対 す る 回 帰 係 数 で あ る か ら,
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XXIX2

(5)b21=X
X12

こ れ を(3)式 に 代 入 す る と,

E(b)=β 、+β2b,1(6)

した が って(2)式 で 推 定 さ れ たx1の 係 数bは 真 の 方 程 式 に お け る 係 数 β・に,

真 の方 程 式 に お け るX2の パ ラ メ ー タ ー β2と 補 助 方 程 式 の 回帰 係 数b2・ と

の 積 を プ ラス した も の に ひ と し い 。 そ れ 故,わ は β、 の 不 偏 推 定 値 で は な

い 。 両 者 の 差,す な わ ち

E(b)一 一β、一 β2ゐ21(7)

をE(の のSpecificationErrorと い う。 も し(2)式 に 含 ま れ て な い 変 数x2と

含 まれ て い る 変 数x、 と の 間 に 全 く相 関 関 係 が な い とす れ ば,し た が っ て

b2、 が 零 に ひ と しい とす れ ば,SpecificationErrorは もち ろ ん 零 で あ る6し

か し,両 者 が 正 の 相 関 を して い る と きに は わ は β・を 過 大 推 定 し,逆 に 負

の 相 関 を して い る と き に は 過 小 推 定 す る。 で は 残 差 項 の 分 散 は ど うだ ろ う

か 。 計 算 さ れ た 残 差 は 明 らか に,

U冨・y--bX、 一β,Xi+β2×2+e-bX・

こ れ に ⑥ 式 を 代 入 す る と,

U=一 β、X・+β2X,.+e-(β 、+β2b21)X、

J
=・e+β2(X2-b21X、)

==e+β 、v、、(8)

こ こで

V2、==X2-一一b2、X、

で あ り,補 助 方 程 式(4)の 残 差 で あ る 。 ⑧ 式 か ら分 散 を 計 算 す る と次 の よ うな

結 果 が え られ る 。

a盈 一σ乙+β 量av(9)
21

と こ ろ が,(4)式 か ら

a3・ ・al(1--rl,)(10)
21
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とな る こ とは 明 らか で あ る。 こ こでalはx・ の分散,r12はx、 とx2と の

相 関 係 数 で あ る。 か くて,

σk…Z+βlal(1--rl、)(11)

そ れ 故

鴫 〉σ言(12)

これ は,誤 ったSpecificationを した 推 定式 の 残 差項 の分 散 が,真 の式 の撹:

乱項 の分散 よ りも大 きい こ とを 意味す る。Specificationに 誤 りが あ る と残 差

分 散 を 大 き くし,そ の結 果,重 相 関 係 数 は 真 の式 か ら求 め られ る重相関係数 曳

に対 して相 対的に小 さ くな るだ ろ う。 ここか ら,Specificafionの 選 択 に 当 た

って 重 相 関 係 数 の大 い さが1つ の基準 に な るで あ ろ う。 も しX、 とX2と が

完 全 に 相 関 し,し た が ってrl、=・1の ときに はx・ とx2と は全 く同一変 数 と

み て さ し支 え な いか ら

4一 σ昌

とな り,x2の 脱 落 に よって 残 差 分 散 の大 い さを変 え る ことは ない。

くめ

い ま次 の よ うな コ ツブ ・ダ グ ラ ス 型 の 生 産 函 数 を 例 に と っ て 上 述 の

くの

SpecificationErrorの 説 明 を し て み よ う。

O・ ・kxatX"2… …xakeU(13)
2k1

こ こ で0は 生 産 量,kは 定 数,x、,x2,… …Xkは 生 産 要 素,ai(i・ ・1… …k>

は 生 産 の 弾 力 性 を あ ら わ す パ ラ メ ー タ ー,eUは 撹 乱 項 で あ りE(Xie)≠O

(fori・ ・1,… …k)と 仮 定 す る 。 い ま 推 定 式 を

O-kxb・b・ … …xb・ 一・u"'(14)
k-112

で あ る と仮 定 す る。 こ こでXkが 脱 落 して い る こ と が 明 らか で あ る。 こ の 結

果E(XkXi)‡0(fori・=1,… …,k-・)で あ る か ぎ り,推 定 され る パ ラ メ ー タ

ーb、
,… …bk-1は も は や β、,…… βk-,の 不 偏 推 定 値 とは な らな い 。 こ こで

は 幕 指 数 の 和 と して 表 わ され る 規 模 に 対 す る収 穫 の 推 定 値 だ け を 問 題 に す る

とす れ ぽ,⑭ か ら
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な　ユ

i繍 Σbl
i-1

その真の値は

　

1==ΣaL

i躍1

(4)式に対応する補助方程式は,

XM=xplxp2… …xPk-・eV
12k-1

したがって(6)と同 じように

E葦:螺@恥)

が え られ る 。 係 数 のSpecificationErrorは

E(i-一一1)=・E{き:砺 一 飼

(15)

(16)

(17)

(18)

一 ・71一

な　　 ヒ き　ユ な　　

醤 Σ(α 童+Pikak)一 Σ αL一 Σ αi+αkΣPik

ieli81i屑1iat1

瀞 一硬撫 一1)(19)

それ故Specificationbiasの 大 い さ,し たが って規 模 に対 す る収 穫 が 真 の値

に対 して過 大評価 であ るか過小評価 であるかは補 助方程式 におけ る係数 の和
ヒ　 　

.E'PiktlCよ って き ま る。 も し こ の 和 が1よ り小 で あ れ ば バ イ ア ス は 負,す な
ユロ 　

わち過小評価を意味 し,ま たもしこの和が1よ りも大であれば このバイアス

は正,し たがって過大評価を意味 している。か くて

k_1<<0
.XPik=:1な らば バ イ ア ス=-O(20)
in1>>P

と な る 。 生 産 函 数 に お け る パ ラ メ ー タ ー の 推 定 に お い て 一 番 よ く現 わ れ る

SpecificationErrorは,企 業 者 用 役,ま た は 管 理 用 役 と い う生 産 要 素 が 推 定

　のくの

式か ら脱落 していることに よるものである。 もし,あ る農夫が,耕 地をす ぐ

とな りの農夫の2倍 にふやしたとしよう。彼が とな りの農夫の2倍 だけの企

業者能力を もっているとい う例はきわめて少な く,2倍 だけの経営的才幹を
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働 かせ るとい うのも稀 であ って,一 般 に は2倍 以下 で あ り,も し この仮 説 が

正 しい とす れ ば,補 助 方 程 式 の係 数 の和 は1よ り小 さ く,そ の結 果,規 模 に

対 す る収 穫 を過 小 評 価 す る ことにな るだ ろ う。

第2の 例 は,あ る生産 要 素 に つ いて,そ の 質 的 差異 を考 慮 せ ず に,こ れ を

単 一 生 産 要 素 と して 評価 す る場合 に もSpecificationErrorが 現 わ れ る。 い

ま 真 の生 産 函 数 が 次 の よ うな もので あ るとしよ う。

O=kca1(qL)%eU(21)

こ こでcは 資 本,Lは 労 働 力,qは 標 準 労 働 力 に 対 し当 該 当 働 力 の質的格

差 を示す指標,euは 撹乱 項 でE(Ce)詔OE(Le)=OE(Lq)==Oと 仮 定す

る。 推 定 され る生 産 函数 は,次 の よ うな もの と仮 定 す る。

O=kCbiLbpeU「(22)

推 定 され る仮 説 式 で は,労 働 力 の質 的 格 差 が 無 視 され,格 差 を示 す 指 標qが

脱 落 して い る。 こ こで推 定式 に含 まれ る変 数 と,真 の方 程 式 に は 含 まれ るが

推 定式 に は含 まれ ない変数 との関係を示す補助方程式は次の通 りであ る。

qt==CPiLP2eV(23)
iii

し た が っ て,

qa2==Cpla2L?2a2eva2(24)
iili

これか ら

E(bi)=al十Pla2

E(h2)==a2十P2a2=a2(1十]P2)

か く てSpecificat萱onErrorは,

E(i-1)-E{(b、+b,)一(a、+・ 、+・ 、)}

・・a;+P・de+a2+P2a2-a・-OP一 碗

詔=dy(PI十P2-1)

(25)

(26)

良質の労働力は一般に より多 くの資本量および より少ない労働量 と結びつい

て いるか ら
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P1>0,P2<0

とな り,こ の結果,資 本による生産の弾力性を過大評価 し,労 働による生産

の弾力性を過小評価す ることになる。 もし

P1十P2<1

な らば,労 働力の質的差異を無視す ることに よって,規 模に対す る収穫の推

定値は真の推定値を過小評価す ることにな り,逆 の場合は逆である。

次上の説明か ら既に明 らかなように,補 助方程式の係数の和は生産の規模

を表わ し,規 模に対す る収穫不変のときには この和 が1,規 模に対す る収

穫逓減のときには1よ り小,規 模に関 して収穫逓増のときには1よ り大であ
も

る。

2つ の例 に つ い て説 明 した よ うなSpecificationErrorは 生産 函 数 論 で し

ば しば 直 面 す る問題で あ るので,簡 単 な ダイ ヤ グ ラ ムで 説 明 してみ よう。便

宜 上,変 数 はすべ て 対数 で表 わ され る もの と し,さ らに生 産 要 素 は た だ1個

で あ る とす る。

O-k+bx、+u(27)

企 業 者用 役x2が 考 慮 され た 真 の生 産 函 数 は,

0-h+a、x、+a2x・+e(28)

下 の 図 で 直線f、 は企 業

者 用 役x,2に 対す る函 数

を示 し,直 線f2は 企業

者用 役x"2に 対 応 す る

函 数 を示 し て い る。 し

か るに推 定 のた め観 測

され る回帰線はABに

よ っ て 示 さ れ る だ ろ

う。

明 らか に

o'"

箒

x;'x;x二"

Fig.t

・蟹二
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σ'-0'AE

b=
x、'Lx、'=BA

ま た

0'"一 αEF

a1=〃,=BE
X1-X1

補 助 方 程 式 は

x2==x1P十v

で あ る か ら,

6=α 、+pa2

し た が っ て

(i-1)一 δ一(α1+α,)一(a、+pa、 う一(α 、+a2)

==tZ2(P-1)

dO
炉 一瓦

であ るがX2は 図 に明 示 され て い な い た め に これをX・ の単 位 で 表 現せ ざ る

を え な い。x、 がx'、 か らx"、 に 上昇 す る と生 産物0もO'か ら0"に 上

昇 す る。 しか し生 産 物 の増 加 の うち,も っぱ らx1の 用 役 に帰 せ られ る もの
「 はO'O"'

で あ り,余 りのO'"0"はx2の 用 役 に よって生 まれ た もの と考 え

て よい。い ま,x1をx'、 か らx'"、 まで 増 加す る こ とに よってoo"'(≡JG>

・ の生 産量 の増 加を み るが ∫ この うちHGだ け はx・ の増 加 に よ る も ので あ1

り,JJはx2の 増 加 に帰せ られ る。 した が って

b一 墨 一一 器+一 器

ところがx2の 増 加 が なか っ た場 合,JGし た が っ てEFだ け 生 産量 を増 加

す るに必 要 なx・ の増 分 はBEで あ る こ とを 考 慮 す る と,x2に 帰 せ られ る

JHだ け生 産量 を 増 加 させ たx2の 大 い さをx、 の単 位 で 表 現 ず る と 明 らか に

GEで あ る。

'か くて

GHlJH
al=BG,a2=GE

ここでa'2はX2をX・ の単 位 で表 現 した場 合 の 回帰 係 数a2で あ る。 そ こ
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でX2を も と の単 位 に 直 す た め にX・ とX2の ス ケ ー ル の 比 をmと お け ば,

a・-at・/m-JH/(GE)m

これから

(i-1)一£と一(器+(認m)

一器+暴 一器 一謁
m

JHJH

BG(GE)m

した が って

〉 ＼<

BG:(GE)mな らば(i--1)=・O

〈 〉

すなわち

器 三mな らば(i-一 一1)…・

も しx・ の ス ケ ール に対 す るx2の ス ケ ール の比 が,GEに 対す るBGの 比

よ りも小 さい な らば パ ラメ ー ターの推定値 は過 小推 定 に な り,逆 は 逆 で あ

る。

い ま まで は推 定 値 か ら脱落 してい る変数が1個 だけ で あ る場 合 に つ い て の

べ て きたが,こ れ が1個 以上 の ときに も原理 は全 く同 じであ る。い ま真の方

程式を

O=-kxl・xl・ … …x艶x鵠 ・・… ・・x霊・eu(29)

その推定式を

O・=hxl・X豊 ・ … …xllHeU'(30)

と仮定 す る。 推 定 式 で は 真 の 方 程式 に 含 ま れ て い るK-H個 の 変 数

(i-H+1,… …,K)が 脱 落 して い る。補 助 方 程式 は

＼
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x・ ・=・xr…S・i'… ・・x盤 ・e▼(31)

(i=1≡ 【十1=E()

の よ うに か か れ るか ら,パ ラ メ ー タ ー の 推 定 値 は,

ズ
E(bs)・ ・ai十 万Piliak(32)

なコ　　キ　

(i・=1H)

こ れ か ら はSpeciflcatIonErrorは

E(i-1)一 急
、風 躯 一1)(33)

以上の結果 をマ トリックスで表示 してみ よ う。真 の方程式は

Y・Xβ+e(34)

こ こでyは 従 属変 数 で(n×1)次 の縦 ベ ク トル,Xは 説 明変 数 で(nxk)

次 の行 列,β は パ ラ メ ー タ ーで(k×1)次 の 縦 ベ ク トル,eは 撹 乱 項 で

(n×1)次 の縦 ベ ク トル で あ る。 この推 定方程式は

Y==文b十u(35)

で あ る と仮定 す る。Xは(nX(k-m))次 の 説 明変 数 の 行 列,bは

((k-m)×1)次 の パ ラメ ー タ ーの ペ ル トル,uは(n×1)次 の残差 項 のベ

ク トルで あ る。推 定 式ではそ れぞれ の方程式か らm個 の変 数 が 脱 落 して い

るか らXはXの 最 後 のm列 を お と した 行 列 に 外 な らな い 。 ここでXが

確 定 変 数 行 列 で あ る とす れ ば,文 も また そ うで あ る。 した が って

E(b)=E[(5ζ,X)-15ζ ノY]==E[(文,5ζ)-IX/Xβ+(X/X)-iXe]

=(X/5ζ)-1X'Xβ 一Pβ(36)

こ こで

P-一[繊 蹴llli/㈹

β順
、
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万 は 推 定 式 に 含 ま れ る パ ラ メ ー タ ー の 真 の値 で,(k-m)個,βkは 推 定 式

に 含 ま れ な い パ ラ メ ー タ ー の 真 の 値 でm個 あ る。

した が っ て(36)式 は

E(b)=・Pβ ・…'」.+Pkβk(38)

SpecificationErrorは

E(b)一 一万==Pkβk(39)

で あ る 。

3.系 列 相 関 と変 数 の 脱 落

真 の 方 程 式 は

yt=βx`+γYt_、+et(40)

ま た 撹 乱 項eは 次 の よ うに 系 列 相 関 して い る と し よ う。

et=・ρes_1十Wi(41)

(41)式 を(40)に 代 入 す れ ば

yt==βX`+ryt_i+ρet_、+Wt(42)

い 奈et..・ が 推 定 式 か ら脱 落 して い る と仮 定 す る 。 こ の と き パ ラ メ ー タ ー の

推 定 値 に い か な る影 響 を 与 え る で あ ろ うか 。 推 定 式 は,

Ys==bXt十cyi_1十Uも(43)

い まxは 確 定 変 数 でet.1か ら独 立 で あ る とす れ ば,

E(c)=(γ 十 ρdixも)=・ γ十 ρd(44)

2E'et_iyt.1

d=Σ

y冨 一

(40)式 か ら

yt_、=・ βX,..、+γyt_2+ei_、

=βxt _、+γ βXt_2+γ2yt_3+γet_2+et_、

　 お
=β Σ γiXt _t_、+27γiet_t_、(45)

i囎O墨ae

また(41)式 か ら
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E(et_let_k)鑑 ρkσ2(46)

ま た

ooooa2

、E。「'Ee・et-t'"、E。r'ρ'a2='1一 γρ(47)

そ れ故,(45)式 を 考慮 す れば,

　

d2y・ 一・e・一一 訂 量ρ'♂ ・2(49)
・多a3(1--rρ)Xy?一、

(49)を(44)に 代 入 す れ ば,

1ぴ2
E(c)=γ+ρ1イ

ρτ(50)・

し た が っ てSpecificationErrorは

102
E(c)一 γ==ρm

-71'一 一(51)

簡単な数字を代入 してえられたものを表にまとめると次の通 りである。

・1・1・2/・ 到 バイアス

0.2

0.5

0.5

0.8

0.2

0.2

0.2

0.2

0.5

0.19

0.04

0.09

こ の 表 か ら明 らか な よ ラに ・Specifica七ionErrorは 系 列 相 関 係 数 ρ の 大

い さに強 く依存 し,ρ が 大 きけ れば 大 きいほ どErrorは 大 きい 。

　さラ

4.統 合 とSp㏄ificatIonError

い ま あ る産 業 に 属 す るN個 の 個 別 企 業 の 真 の 生 産 函 数,す な わ ち ミ ク ロ

の 真 の 生 産 函 数 が 次 の よ うな も の で あ る とす る。

yi=βi2x、i+β2tX2+et(52)

(i==1,・ ・… ・N)

こ の 推 定 式 は
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yi=・b・i2tXii十b2iX2十Ui(52)'

ま たN個 の 個 別 企 業 の 生 産 函 数 を 統 合 して え られ る産 業 の 真 の 生 産 函 数,

す な わ ち マ ク ロの 真 の 生 産 函 数 は 次 の 通 りで あ る 。

Y零2βi2xn+Σ β2ix2+2E7ei(53)・

、こ こ で

XXIi・ ・X2

と仮 定 す る。 した が っ て(53)の 推 定 式 は

Y寓 Σbi2xli十Xb21x2十 万ui

ヤい ま(52)ノ 式 が 次 の よ うに 規 定 さ れ た と し よ う。

yi=biXi十Wi

また(53)ノ が 次 の よ うに 規定 され た とす る。

Y=b2x2十u

(53)'

(54)

(55)

〈54)式 は推 定 され た 真 の 方 程式(52),に 含 まれ て い る変 数x2を 含 ん で い

ない 。(54)お よび(52)ノ か ら

Wi・ ・yi--biXi-bi2Xli+b2iX2+Ui-・-bixi ,

3Ui十b21x2十Xi(bi2-bi)(56)

仮 定 さ れ た ミ ク ロ 式 に 含 ま れ る変 数 と推 定 さ れ た 真 の ミ ク ロ 式 に は 含 ま れ る

が 仮 定 さ れ た ミ ク ロ式 に は 含 ま れ な い 変 数 と の 関 係 を 表 わ す 補 助 方 程 式 は 次

の 通 り で あ る と す る 。

x,==P2iXi+v、i(57)

Xiと 叫 が た が い に 独 立 で あ る と 仮 定 す れ ぽ,

bi・・bi、+P2ib・i(58)

こ れ を(56)式 に 代 入 す れ ぽ,

wi==ani十b,i(x2-P2ixi)=ui十b2iv2i(59)

し た が っ て

Σw量 一』写u+・IS'b2iV2i(60)
lll

、いまwとvが たがいに独立であると仮定 しよう。 これか ら分散を求めると
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次の結果を うる。

SS・
,-sも ・、+茗b・ ・b・'・S・・… 」

"SS
・、+ぞ ゐ;、S▽・・+iJb・ ・b・jSv・・v・'(61)

左 辺 はspecifyさ れ た ミク ロの 方 程 式 に お け る 残 差 項 の 分 散 で あ り,右 辺 の

第1項 は 推 定 され た 真 の ミク ロ方 程 式 の 残 差 項 の 分 散 に 外 な ら な い 。 した が

っ て,右 辺 第2項 第3項 は(54)'が(52)ノ を 正 し くspecibyし て い な い こ

とか ら生 ず る誤 差,す な わ ちSpecificationErrorで あ る。 簡 単 な 計 算 に よ

っ て 次 の 結 果 が え られ る。

S▼2iマ2j"=S(s2'-P2iXi)(■2-P2jXj)

-s～ 一(Sx2ijS2
Xj)s…j-(蓑 デ)s…i、

+(S翼2ヱiS皇
.1)(S」'liiil?2,Xjj)s稻

一S;
,{1-一 ・k、べ ・呈、・」+・ ・、・、r・、・」・・、・j}(62)

ここで

Sx
、・22(S㌔X」)2

　 　
P2i=S2,x2Xj-S2S2

XiXj=2

Sる
、、-S皇 、(1-r2x2■i)・Sる 、2=S隻 、(1-・%x、)

を(61)に 代 入 す れば,

S曳 ・
、=S墾 ・、+拷 、S監、(1-「;,・ 、)

+三rわ ・2bj・S隻
、{1-「k、 ・、一 「;、・j+・ ・、xj・・、・、・・、・,}(63)

ま た(53)'お よび(55)か ら

u=Y-b2x2==Xbi2xi十x22S'b2i十 Σui一 δ2琴2

(55)に 含 ま れ て い る変 数 と,(53),に は 含 まれ て い る が(55)に は 含 ま れ て

い な い 変 数 との 間 の 関 係 を 示 す 補 助 方 程 式 は
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ΣXi=PΣxx2十v(64)
i・2

で あ る。 い まxはuか ら独 立 で あ る と 仮 定 す れ ば,(53)',(55)お よび

(64う.か ら

b2===-Yb2i十 ΣPi2δi2(65)

した が っ て

u=27ui十 』わi2{xi-Pi2x2}(66)

こ こでuとvは た が い に 独 立 で あ る と仮 定 す れ ば,

Sk'SS・
、+ぞ わ1・Sも、2+、i、b・2bj・S・ 、2・、、

=Sも
。、+rYbl、(1-r2ス2Xi)Sk、+、 ぞ、ゐ・2bj・(「 ・、・、一 「・、・、「・,・、)S・ 、S・、

(97)

こ こで 左 辺 は 仮定 され た マ ク ロ方 程式 の残差項 の秀散 を示 し,右 辺 の第1項

は推 定 され た 真 のマ ク ロ方 程式 の残差項 の分散 であ るか ら,右 辺 の第2項 お

よび 第3項 は いわ ば統 合 に よ る 誤 差 を 表 わ して い る。 これ を 統 合 誤 差

(AggregationErrors)と なづ け よ う。(67)を 前 と同 じ手 続 きで書 きか え る

と次 の よ うにな る。

Sも 量Sも ・
、+ぞ δ1・Sl(1-r2×2Xi)

+・E7biibj・Sx
、S・、{「・、・、一 「・,・、「・、r、}(68)

く　　

いま わを比較可能な共通単位で表わすためにベーター係 数 に 直 してみ る。

周知のように'

万2.===bl.(S茎/S・)2i2.2iy
l

(69)

で あ る か ら,(63),(68)は そ れ ぞ れ 次 の よ うに な る 。

SS
.
,=SS。 、+ぞS多 ・(1-r隻2)瓦 ・

+ぼ
,'b、1死 、S・、S・」

(レ 「隻、べ 「隻、・」+「 ・、・」「・、・、「・、・」)

S急=S≡ 』u
、+ΣS多 、(1-r生2Xi)β …2

(70)

e
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+・E'Sy
iSyJ(rxixS-rx2xjrx2xi)βi2β 』2(71)

(70)(71)は き わ め て 複 雑 で あ る た め,こ れ に つ い て 一 般 的 な 結 論 を ひ き だ

す こ とは き わ め て 困 難 で あ る か ら,こ こで は い くつ か の 単 純 化 の 仮 定 を 設 け

る こ とに す る。

第1に も し個 々 の変 数Xiの 間 に 完 全 な 相 関 関 係 が あ り,し た が っ て

・・
、・jは あ らゆ るi・jに 関 して1tlこ ひ と し<・ そ れ 概 、x、も ま た1に ひ

としい とす れぽ,(70)お よび(71)の 第2項 お よ び 第3項 は 零 と な り,

SPecificationE「 「o「お よびA99regationErrorは 消 滅 す る。 こ こか ら個 々

の変 数Xiの 間 の相 関 関 係 が強 け れ ば強 い ほ ど2つ の誤 差 は小 さ くな る とい

う こ とが で きる。

第2に い ま2つ の 誤 差 のそ れ ぞ れ の共 分 散 項,す なわ ち{70),(71)の 右

辺 第3項 に注 目す る。

この項 の正 負 は それ ぞれ

(1-・k,べ 「≒ ・」+・ ・、・j「・、・、「・、・j)

お よび

(「・、・j-「 ・,・j「・、・、)

の 正 負 に よ っ て 判 別 され る。 い ま 相 関 関 数 の 数 値 は す べ て さ して 大 き な値 で

は な く,か つriiが す べ て の 個 別 企 業 に と っ て ひ と しい と し,同 時 にri」>0

と仮 定 す れ ば

rli>rij

で あ る 。 こ の と き,㍉

(s。 。.)2
「li「霧 菊(72)

か ら

S・,・、==Sx・xl`=∫S・ ぺS粂 、+
、到S・ ぺS隻 、+(k`-1)S・ 、xj

-S隻

、{1+(k-1)・ ・、・」}
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i
X2=万Xli

S隻
,ptkSk、{1+(k-1)・ ・、・j}

Sl
、・j==S:、+畢 、S・t・・、x」

を 代入す ると,

駐 齢 畿 卓 一 差+(kil')・ ・、・、(73)

rijは す べ て のi,1に 対 し て ひ と
.Lい と 仮 定 し た か ら,

(1-・k,・r「:,・ 」+「 ・,・」「・、・、「i、・」)

一83一

==1一 転(2-'-r
.、。、)一 一L-{1+(k-1籍,}(2-「x・xj)

一(74)

も し,k・=2の と き に は(74)は

2輯(1+「 …
j)(2'一 「・…) 一。t

2

そ れ 故k>2な らばSpecificationErrorの 共 分 散 項 は さ き の 条 件 の も とで

正,k・k2な らば 負 で あ る。 これ は 統 合 され る 企 業 の 数 が 多 け れ ば 多 い ほ ど

LSpecifica七ionErrorも 大 き くな る 傾 向 が あ る こ とを 意 味 して い る
。

次 にAggrega七ionErrorに つ い て 考 え て み る。 与 え られ た 条 件 の も と

で

(・…j-r・ …r…j)==宴1

これ はkの 大 い さいか ん に か か わ らず 常 に負で ある。か くて,ri」 が すべ

て の企 業 に と って ひ と しけ ればAggregationErrorの 共 分 散 項 は常 に 負 に

隔な るか ら
,こ れ は この誤 差 を低 め る傾 向が あ る。

第3に(70)(71)の 第2項 の分 散項 をみ る とベ ー タ ー係 数を除 い て 両 者

・は相 ひ としい。 も しlil,i>万i2な らぽ(70)の 右 辺 第2項 の分 散 項 は(71)

Lの右 辺 第2項 の分 散 項 よ り大 きい。 これ は マ ク ロの独立変 数x2が ミク ロの
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独 立変 数x五 よ りも従 属変 数 の変 動 に ヨ リ強 い影響 を与 え るな らば,し た が

って また,ミ ク 虐の推 定 式 か ら脱 落 して い る変 数が,含 まれ て い る変 数 よ り

もyiの 変 動 に よ り大 き い 影 響 を も つ な らば,SpecificationErrorは

AggregationErrorよ りも相 対 的 に大 き くな る傾 向が あ る こ とを 示 して い

る。(未 完)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)
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